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ヤシャブシ カバノキ科 

学名：Alnus firma 

・公園内に植栽 

春本番のぽかぽか陽気の中、公園内でも沢山の花

が咲きだしたため、さて今回の植物はどうしようか…

と思いながら歩いていると、足元に大量に落ちている

もしゃもしゃした物体に毛虫かとビックリ！よく見ると

植物の一部のようです。 

 



調べてみると、ヤシャブシであることが分かりました。

ヤシャブシは本州（福島から紀伊半島）の太平洋側、四

国、九州に分布する落葉小高木です。花期は 3～４月

で雄花序は尾のような形をしており、雌花序は雄花の

株に１～２個直立します。また、雄花序と雌花序が同じ

木につき、葉の展開より先に花が開花します。ヤシャブ

シは、ハンノキ属の中でヤシャブシ亜属に分類され、ヤ

シャブシ亜属は同じ属であるハンノキ亜属と比べて雌

花に芽鱗（芽を守るうろこ状の皮）を持つ、雄花が枝先

に一つずつ付くといった特徴があります。 

名前の由来としては二つの言葉を合わせた名前の

ようです。「ヤシャ」の部分は実がデコボコで鬼のよう

であるからといわれています。「ブシ」の部分は、もと

もと黒の染料に使われる白膠木の虫こぶのことをこの

ように呼びます。ヤシャブシの果実も代用品として使

われたため、この言葉が使われるようになったそうで

す。余談ですが、ヤシャブシを利用した染物として、か

の有名な水戸黄門が愛した水戸黒があります。藍とヤ

シャブシを用いて青みがかった黒に仕上げられるそう

です。 



 

↑ヤシャブシの実 

ヤシャブシは、カバノキ科の特徴として、マメ科の菌

とは異なる放線菌（糸状に生育するバクテリア）のフラ

ンキア属が根に共生しています。この共生関係により、

放線菌から成長に必要な窒素が得られるため、植物の

成長に必要な窒素の乏しい環境でも生育できます。ま

た、根や根粒から浸出や落葉により、周辺土壌に窒素

養分を供給し、森林を育てる効果もあります。 



このような特性を生かし、植林に使用された樹木で

もあります。滋賀県の愛荘町の秦川山では、その昔、薪

の取りすぎで山が荒廃し、山から流れ出た砂礫による

川底の上昇により、大雨のたびに川の氾濫が起こって

いたといいます。その問題を解決するために、近隣に

住む西川作平さんという方が秦川山に植林を行った

そうです。その時用いられたのが、ヤシャブシに近い種

であるヒメヤシャブシでした。ヒメヤシャブシは荒廃し

た山地にしっかりと根付き、明治 36 年までに 72 万

本もの植林が行われたといいます。その後、ヒメヤシャ

ブシによる山地緑化の方法は県内にも広まり、文化公

園近くの田上山でも行われたといいます。 

このような頼もしい樹木であるヤシャブシですが、

一つ人間にとって困った性質を持っています。それは、

花粉症の原因となるという事です。ヤシャブシも属す

るカバノキ科は花粉を飛散させるため、アレルギー反

応が起こる場合が多くなっているようです。また、カバ

ノキ科花粉のアレルギーを持っている人は、カバノキ

科の花粉と果物（リンゴ、モモなど）のアレルゲンが似

ているという理由より、果物を食べると口の中がかゆ 



 



くなるなどの症状が出る、口腔アレルギー症候群にな

ることもあるといいます。しかし、果実に含まれるアレ

ルゲンは熱に弱いため、加熱すれば口腔アレルギー症

候群を起こしにくくなるといいます。いずれにせよ、花

粉が飛ぶ時期に花粉症の人で口の中に違和感がある

人は、無理をせずお医者さんに相談してくださいね。 

      ヤシャブシはここで見ることができます。（Google 

マップにリンク。10ｍ程度の誤差が出ることがありま

す） 

（龍谷大学 先端理工学部環境生態工学課程 

桒原萌葉） 
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